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北
陸
医
史
第
三
十
九
号
（
平
成
二
十
九
年
一
月
）

ホ
ル
ト
ル
マ
ン
方
集
に
記
載
さ
れ
た

水
銀
剤
処
方
と
駆
徽
に
つ
い
て

’
’
１
１
月
届

板
垣
英
治
（
金
沢
市
）





水
銀
剤
処
方

処
方
の
記
載
は
水
銀
化
合
物
の
使
用
量
の
少
な
い
順
に
示
し

た
。

散
剤

七
．
甘
求
２
グ
レ
イ
ン
阿
片
末
２
グ
レ
イ
ン
ビ

ス
ミ
ッ
ト
＊
ｌ
菱
糖
ｌ
美

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
処
方
の
内
、
水
剤
、
膣
内
注
射
剤

で
は
水
銀
化
合
物
の
含
有
濃
度
（
％
）
を
示
し
た
が
、
散
剤
で

は
、
同
化
合
物
の
含
量
を
ミ
リ
グ
ラ
ム
単
位
で
表
し
、
水
銀
軟

膏
、
点
眼
剤
は
各
々
の
水
銀
化
合
物
量
グ
ラ
ム
単
位
で
示
し
た
。

使
用
さ
れ
た
水
銀
化
合
物
は
、
昇
耒
亜
混
一
“
】
甘
求
工
鯉
口
唾
ゞ

黄
降
求
、
赤
隆
求
ェ
、
ｏ
お
よ
び
白
降
求
、
ジ
ァ
ン
ミ
ン
水
銀

塩
酸
ェ
史
ｚ
津
）
瞳
口
嘩
で
あ
る
。
こ
の
史
料
と
ツ
ン
ベ
ル
グ
の

使
用
し
た
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
氏
水
の
水
銀
濃
度
と
の
比
較
を
試
み

た
。

単
位
叩
ｌ
グ
レ
イ
ン
Ⅱ
窒
酌
日
四
ｌ
ス
ク
ル
プ
ル
Ⅱ

Ｆ
い
①
①
、
・

ｌ
美
（
ド
ラ
ム
）
Ⅱ
騨
詫
弓
四
１
オ
ン
ス
Ⅱ
壁
・
信
．

各
処
方
の
初
め
の
番
号
は
、
『
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
方
集
』
（
６
）

に
記
載
の
番
号
で
あ
る
。

Ⅱ今

ノ､
●

九
●

一
一
一
●

使
用
水
銀
剤
量
岳
Ｐ
①
昌
呼
ｌ
包
当
た
り
の
量

己
切
目
四
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
窒
酌
日
中

＊
硝
酸
ビ
ス
マ
ス
、
収
數
作
用
、
止
汚
作
用
あ
り
、

下
痢
症
に
効
あ
り
。

甘
求
３
グ
レ
イ
ン
白
糖
ｌ
菱

右
為
６
包
朝
夕
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
邑
印
画
ョ
頤
ｌ
包
当
た
り
の
量

孟
印
日
、
一
曰
当
た
り
の
摂
取
量
霊
．
①
日
中

甘
求
４
グ
レ
イ
ン
ヤ
ー
ラ
ッ
パ
＊
１
６
グ
レ
イ

ン
コ
ロ
ン
ボ
未
＊
＊
ｌ
美

右
為
１
６
包
一
日
四
回
ｌ
包

使
用
水
銀
剤
量
画
望
画
ョ
Ｐ
ｌ
包
当
た
り
の
量

扇
向
日
醇
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
窒
酌
ョ
叩

＊
言
○
日
○
①
四
三
『
窪
の
根
部
を
使
用
、
峻
下
剤
、

利
尿
、
殺
虫
作
用
あ
り
。
尿
閉
症
に
効
あ
り
（
８
）

＊
＊
コ
ロ
ン
ボ
末
茜
毎
日
三
目
○
○
盲
白
冨
三
一
国
扇

の
根
部
の
乾
燥
粉
末
、
苦
味
健
胃
剤
（
９
）
。

甘
求
金
硫
黄
＊
ヒ
ョ
ス
エ
キ
ス
＊
＊
各
４
グ

レ
イ
ン
甘
草
エ
キ
ス
ー
菱

右
為
１
２
包
毎
二
時
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
鴎
Ｐ
四
日
四
ｌ
包
当
た
り
の
量
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＊
吐
酒
石
酒
石
酸
加
里
ア
ン
チ
モ
ン
、
嘔
吐
剤

十
三
．
甘
求
６
グ
レ
イ
ン
ニ
ト
リ
ウ
ム
＊
ｌ
美
ジ
キ

タ
リ
ス
末
１
８
グ
レ
イ
ン
糖
ｌ
菱

右
為
１
２
包
毎
時
ｌ
包
宛

十
一

▲

堕
句
冒
叩
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
届
Ｐ
①
冒
中

＊
金
硫
黄
硫
化
ア
ン
チ
モ
ン
（
害
沈
罰
）
怯
疾
剤

（
１
０
）
・

＊
＊
な
す
科
、
ヒ
ョ
ス
の
葉
の
エ
キ
ス
、
鎮
痛
、
鎮

痙
剤
（
１
１
）
。

甘
求
６
グ
レ
イ
ン
金
硫
黄
４
グ
レ
イ
ン
ヤ

ラ
ッ
パ
末
６
グ
レ
イ
ン
白
糖
一
美

右
為
１
２
包
と
な
し
毎
ｌ
包
宛
、
三
才
児
グ
ル
ー

プ
に
用
ひ
る
法
な
り
。

使
用
水
銀
剤
量
②
認
め
日
中
ｌ
包
当
た
り
の
量

篭
聖
日
叩
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
ご
今
日
中

甘
求
４
グ
レ
イ
ン
金
硫
黄
４
グ
レ
イ
ン

吐
酒
石
＊
２
グ
レ
イ
ン
糖
ｌ
菱

右
為
８
包
毎
二
時
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
誤
Ｐ
画
ョ
四
ｌ
包
当
た
り
の
量

麓
杢
日
夢
一
日
６
包
と
し
て
、
一
日
当
た
り
の
摂
取

四
画
・
心
門
己
、
画
一

三
里
』
①
令
国
〕
ぬ
。

多
量
の
甘
求
を
使
用
し
た
処
方

十
．
甘
耒
ヤ
ー
ラ
ッ
パ
各
２
４
グ
レ
イ
ン

シ
ア
＊
ｌ
ス
ク
リ
プ
ル
乳
糖
ｌ
美

右
為
１
２
包
一
日
三
回
ｌ
包
宛

八
●

一
一
●

使
用
水
銀
剤
量
銘
、
酌
ョ
⑭
ｌ
包
当
た
り
の
量

篭
杢
昌
四
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
］
宝
奄
日
中

＊
ニ
ト
リ
ウ
ム
Ⅱ
硝
石
？
？

甘
耒
６
グ
レ
イ
ン
シ
シ
ネ
ヤ
ー
ラ
ッ
パ
６
グ

レ
イ
ン
硝
石
ｌ
美
金
硫
黄
６
グ
レ
イ
ン

糖
ｌ
菱

右
為
８
包
毎
二
時
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
②
認
め
日
中
ｌ
包
当
た
り
の
量

室
．
①
日
四
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
鱈
」
ａ
日
や

甘
求
６
グ
レ
イ
ン
モ
ス
キ
ュ
ス
＊
４
グ
レ
イ

ン
白
糖
ｌ
美

右
為
６
包
と
な
し
毎
時
１
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
四
認
め
白
乎
ｌ
包
当
た
り
の
量

窒
酌
白
四
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
銘
、
節
目
叩

＊
モ
ス
キ
ュ
ス
Ⅱ
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
の
ム
ス
コ
ン
？
香

料

マ
グ
ネ
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使
用
水
銀
剤
量
孟
囲
い
日
叩
ｌ
包
当
た
り
の
量

届
Ｐ
①
日
中
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
銘
、
配
日
中

＊
マ
グ
ネ
シ
ア
Ⅱ
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
制
酸
剤

十
二
．
甘
求
１
２
グ
レ
イ
ン
ヤ
ー
ラ
パ
ハ
ル
ス
－
２

オ
ン
ス
糖
ｌ
菱

右
為
６
包
毎
二
時
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
司
式
①
日
醇
ｌ
包
当
た
り
の
量

高
Ｐ
①
日
中
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
司
弓
日
中

十
四
．
甘
求
ヤ
ー
ラ
ッ
パ
各
８
グ
レ
イ
ン
糖
半
菱

右
為
４
包
一
日
四
回
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
、
房
準
日
匹
ｌ
包
当
た
り
の
量

届
Ｐ
①
日
四
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
望
、
単
日
中

四
．
甘
求
５
グ
レ
イ
ン
糖
適
宜

右
為
ｌ
包
頓
服

使
用
水
銀
剤
量
四
匿
冒
叩
ｌ
包
当
た
り
の
量
鶴
令
日
中

五
．
甘
乘
４
菱
阿
片
末
４
グ
レ
イ
ン
ゴ
ム
末

ｌ
菱

右
為
１
６
包
毎
食
后
ｌ
包
宛

使
用
水
銀
剤
量
扇
・
岳
『
．
ｌ
包
当
た
り
の
量

④
ヨ
ョ
四
一
日
当
た
り
の
摂
取
量
邑
圏
冒
叩

皮
層
塗
布
剤

十
七
．
甘
求
ｌ
ス
ク
ル
プ
ル
或
い
は
半
菱
脂
肪
１

オ
ン
ス

昇
耒
を
使
用
し
た
処
方

八
七
．
昇
耒
十
分
の
一
グ
レ
イ
ン
水
８
オ
ン
ス

右
為
毎
二
時
ｌ
食
上

使
用
水
銀
剤
量
①
単
、
昌
廻
画
全
三
．
二
Ｃ
三
あ
た
り

の
量
蝉
三
四
冒
四
」
三
三
．
濃
度
Ｐ
三
い
室
訳

一
回
当
た
り
の
摂
取
量
約
Ｐ
震
昌
中

十
九
．
昇
耒
５
グ
レ
イ
ン
老
利
児
水
１
オ
ン
ス
亜

括
２
０
オ
ン
ス

右
為
膣
内
及
び
肛
門
内
注
射

老
利
児
水
Ⅱ
月
桂
樹
の
精
留
液
、
尿
器
衰
弱
、

亜
括
Ⅱ
水

使
用
水
銀
剤
量
雷
今
日
四
①
豐
三
．
Ｓ
ｃ
三
当
た
り

の
量
認
・
鴎
日
中
濃
度
Ｐ
Ｃ
認
ま
．

十
三
．
昇
耒
ｌ
Ｏ
グ
レ
イ
ン
亜
括
半
オ
ン
ス

右
為
一
日
三
回
患
部
に
貼
る

使
用
水
銀
剤
量
Ｐ
①
心
持
を
水
田
三
に
加
え
た
溶
液
、

濃
度
Ｐ
四
四
％
．
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注
・
水
銀
軟
膏
日
本
薬
局
方
。
明
治
二
四
年
認
旨
．

水
銀
窓
ｌ
詮
％
を
含
む
軟
膏
（
旧
）
。

組
成
、
水
銀
３
３
０
９
、
オ
レ
イ
ン
酸
水
銀
２
０
ｇ

脱
水
ラ
ノ
リ
ン
、
安
息
香
豚
脂
、
牛
脂
全
量
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｇ
。

梅
毒
治
療
に
使
用

右
為
頭
部
瘡
上
に
塗
擦

使
用
水
銀
剤
量
］
・
堅
淫
、
の
甘
耒
を
脂
肪
望
四
と

提
ね
た
も
の
。
濃
度
と
当
日
四
ｍ
脂
肪
。

二
．
水
銀
軟
膏
１
オ
ン
ス
沃
陳
丁
幾
２
菱
或
４
隻

右
為
混
合
し
て
患
部
に
塗
擦

三
四
．
水
銀
膏
半
オ
ン
ス
沃
剥
半
菱
沃
陳
２
グ
レ

イ
‘
ン

右
為
混
和
一
日
二
次
患
部
塗
布

二
三
．
水
銀
膏
１
オ
ン
ス

右
為
四
肢
２
塗
布

三
十
．
水
銀
膏
１
オ
ン
ス
莨
菩
エ
キ
ス
１
０
グ
レ
イ
ン

右
為
一
日
三
回
患
部
に
塗
布

点
眼
剤
酸
化
水
銀
室
、
ｏ
）
を
使
用
。

考
察

『
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
方
集
』
中
の
水
銀
化
合
物
の
含
有
し
た
処

方
を
取
り
上
げ
、
水
銀
化
合
物
の
使
用
量
を
検
討
し
た
。
ホ
ル

ト
ル
マ
ン
は
こ
れ
ら
の
処
方
に
つ
い
て
、
如
何
な
る
疾
病
の
治

療
に
使
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
梅

毒
患
者
の
治
療
用
、
あ
る
い
は
細
菌
感
染
症
の
た
め
の
処
方

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
［
八
七
］
処
方
は
、
昇

耒
十
分
の
一
グ
レ
イ
ン
で
、
こ
れ
は
①
．
全
日
唄
い
浅
三
で

は
］
三
三
当
た
り
い
③
田
冒
、
の
濃
度
Ｓ
・
二
忠
］
ま
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
所
謂
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
と
い
わ
れ
る

Ｃ
』
三
％
昇
耒
水
よ
り
は
希
薄
な
水
銀
溶
液
で
あ
っ
た
（
３
）
。

一
方
、
［
十
三
］
処
方
は
、
昇
耒
濃
度
が
４
．
３
２
％
と
異

常
に
高
濃
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
昇
乘
の
極
量
は
１
回
に
二
十

四
．
赤
隆
求
５
ｇ
ｒ
へ
リ
セ
リ
子
半
オ
ン
ス

葛
粉
半
オ
ン
ス
赤
隆
求
Ⅱ
酸
化
第
Ⅱ
水
銀
（
西
、
○
）

十
二
．
黄
隆
耒
２
ｇ
ｒ
へ
リ
セ
リ
子
軟
膏
２
菱

右
眼
瞼
縁
塗
布
す
る
こ
と
－
日
二
回

酸
化
水
銀
２
弩
、
グ
リ
セ
リ
ン
７
～
８
〃
フ
を
混
ぜ
た

軟
膏
。

酸
化
水
銀
約
２
０
％
で
あ
る
。
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こ
げ
〃
フ
、
１
日
に
六
十
ご
吹
埋
フ
が
極
量
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
極
度
に
多
い
量
で
あ
る
（
旧
）
。

ツ
ン
ベ
ル
グ
が
長
崎
出
島
の
医
官
と
し
て
来
日
し
た
時
に
、

昇
求
を
持
っ
て
き
て
い
た
。
彼
は
『
江
戸
参
府
随
行
記
』
（
吉

雄
耕
牛
翻
訳
）
、
に
こ
の
時
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
２
）
。
そ

の
使
用
法
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
当
時
の
わ
が
国
の
医
師
達

は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
記
述
し
て
い
た
。
こ
の
使
用
法
は
二

価
水
銀
の
毒
性
の
た
め
に
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
ホ

ル
ト
ル
マ
ン
は
甘
求
を
使
用
し
た
処
方
を
多
く
記
載
し
て
い

た
。
甘
求
は
昇
求
に
比
べ
そ
の
毒
性
は
弱
く
、
潟
下
剤
で
は
一

回
に
大
人
で
○
・
三
’
○
・
五
〃
フ
が
極
量
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

場
合
、
散
剤
と
し
て
の
使
用
が
殆
ど
で
あ
り
、
日
本
薬
局
方

（
岨
）
に
よ
れ
ば
、
甘
求
は
梅
毒
で
の
潟
下
剤
と
し
て
の
使
用
、

チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
の
初
期
に
小
児
の
吐
潟
剤
と
し
て
の
使
用
、

利
尿
薬
と
し
て
、
心
臓
・
肝
臓
病
患
者
の
水
腫
に
使
用
の
例
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
駆
梅
剤
と
し
て
の
軟
膏
で
の
使
用
例
も
あ

る
。
ま
た
、
外
用
と
し
て
眼
科
で
は
角
膜
の
混
濁
に
、
眼
中
に

散
布
す
る
使
用
例
も
記
載
さ
れ
て
い
る
（
旧
）
。

こ
の
処
方
に
は
ヤ
ー
ラ
ッ
パ
を
添
加
し
た
処
方
が
多
く
あ

る
。
ヤ
ー
ラ
ッ
パ
は
吾
○
日
○
①
画
ご
『
遅
の
根
部
を
切
断
し
て

乾
燥
・
粉
末
と
し
て
使
用
も
の
で
あ
り
、
峻
下
剤
、
利
尿
、
殺

虫
作
用
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
（
８
）
。
本
剤
及
び
砂
糖
の

添
加
は
甘
求
末
を
経
口
投
与
し
易
く
す
る
た
め
に
使
用
し
た

か
、
ま
た
、
水
銀
塩
の
体
外
へ
の
排
泄
を
促
進
す
る
た
め
か
も

し
れ
な
い
。
水
銀
軟
膏
は
そ
の
組
成
か
ら
、
水
銀
が
三
三
％
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
旧
）
。
か
な
り
水
銀
含
量

が
高
い
の
も
の
で
あ
り
、
駆
梅
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

甘
求
は
一
包
あ
た
り
三
四
言
丁
吃
フ
か
ら
六
五
ミ
ｒ
岨
フ
と
あ
り
、
さ
ら

に
高
い
値
で
は
一
三
○
薯
栃
喧
フ
か
ら
九
七
五
言
ｒ
唖
フ
ま
で
あ
る
。
甘

求
の
多
量
を
使
用
し
た
処
方
は
、
急
性
患
者
に
対
し
て
の
処
方

と
考
え
ら
れ
る
。
昇
求
は
○
・
○
○
二
％
か
ら
○
・
○
五
二
％
で

あ
る
が
、
四
・
三
二
％
の
例
が
あ
る
。

我
が
国
で
は
江
戸
時
代
に
中
国
か
ら
昇
求
の
製
法
が
伝
え

ら
れ
て
い
た
（
Ｍ
）
ま
た
、
藺
耆
で
は
ソ
ッ
ピ
ル
の
製
法
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
。
ソ
ッ
ピ
ル
は
呂
三
言
四
望
》
（
ラ
テ
ン
語

日
胃
呂
凰
房
呂
三
日
望
扁
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
昇
求

の
事
で
あ
る
。
昇
求
は
、
水
銀
、
硝
石
、
丹
彗
（
硫
酸
鉄
（
Ⅱ
）
）
、

食
塩
を
混
ぜ
て
加
熱
す
る
と
、
硫
酸
鉄
（
Ⅱ
）
と
硝
石
と
の
反

応
に
よ
り
、
硝
酸
が
生
じ
、
こ
れ
が
水
銀
を
酸
化
反
応
し
て
、

塩
化
水
銀
（
Ⅱ
）
と
な
る
反
応
に
よ
っ
て
い
た
（
Ｍ
）
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
昇
求
の
医
学
的
使
用
法
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
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『
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
方
集
』
を
筆
記
し
た
、
藤
本
純
吉
は
明
治

十
三
年
六
月
四
日
に
「
徽
毒
検
査
医
」
を
拝
命
し
て
い
た
。
さ

ら
に
同
十
四
年
四
月
二
十
二
日
か
ら
も
、
こ
の
検
査
医
に
命
じ

ら
れ
て
い
た
（
旧
）
。
こ
の
事
か
ら
以
下
に
、
金
沢
で
の
梅
毒

に
対
す
る
医
師
の
予
防
・
治
療
活
動
に
つ
い
て
少
し
触
れ
る
。

明
治
九
年
四
月
五
日
に
内
務
省
は
、
梅
毒
の
取
締
の
通
達

（
内
務
省
達
乙
第
四
五
号
）
を
出
し
、
駆
徽
規
則
を
布
告
し
、

患
者
は
徽
毒
検
査
医
の
診
察
を
受
け
た
後
、
直
ち
に
治
療
病
院

に
強
制
的
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
（
賂
）
。
こ
れ
に
よ
っ

て
各
都
道
府
県
で
は
公
立
病
院
の
中
に
駆
徽
院
が
設
け
ら
れ

た
。

「
石
川
県
医
学
沿
革
記
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
三
年
頃
金
沢
．

東
西
新
地
の
女
工
場
（
＊
女
紅
場
）
に
於
い
て
、
娼
妓
の
検
徽

を
開
始
し
た
。
藤
本
は
余
沢
病
院
医
員
を
兼
任
し
て
こ
の
検
査

医
を
務
め
た
（
Ⅳ
）
。
金
沢
で
は
金
沢
病
院
（
殿
町
）
、
金
沢
假

駆
梅
院
（
上
杉
寛
二
医
師
、
高
岡
町
、
下
藪
の
内
）
、
お
よ
び

＊
＊
柴
田
徽
毒
病
院
（
金
石
・
通
町
、
現
金
石
西
３
丁
目
）
が

あ
っ
た
（
肥
、
円
、
帥
）
。

石
川
県
で
は
明
治
十
八
年
六
月
に
「
甲
第
八
十
五
号
」
で
「
今

般
金
沢
区
殿
町
二
拾
一
番
地
に
金
沢
娼
妓
假
駆
徽
院
を
設
置
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
（
肥
）
、
こ
の
病
院
は
明
治
二
十
一

年
に
高
岡
町
に
移
転
し
て
い
た
（
別
）
。
当
時
（
明
治
二
十
一

年
）
の
資
料
に
よ
る
と
、
金
沢
区
で
は
、
駆
徽
患
者
数
１
６
２

名
、
全
受
検
人
員
７
３
５
２
名
、
真
性
患
者
８
７
名
、
仮
性
患

者
２
７
８
名
、
娼
妓
一
日
の
平
均
数
２
１
１
名
、
死
亡
者
、
男

１
２
名
、
女
９
名
と
集
計
さ
れ
て
い
る
（
旧
）
。
当
時
、
わ
が

国
で
は
梅
毒
が
大
き
な
衛
生
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
戦
後
、
抗
生
物
質
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
使
用
が
始
ま
り
、
梅
毒

菌
の
駆
除
が
容
易
と
な
っ
た
。

に
よ
こ
う
ぼ

＊
「
女
紅
場
」
は
娼
妓
、
芸
妓
の
裁
縫
な
ど
を
指
導
し
教
養

を
身
に
つ
け
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
私
塾
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

梅
毒
検
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。

＊
＊
柴
田
芯
平
医
師
が
大
野
弁
吉
か
ら
梅
毒
治
療
法
を
習
っ

た
と
の
記
載
が
あ
る
（
配
）
が
、
柴
田
は
嘉
永
二
年
（
一
八
五
○
）

生
で
あ
り
（
別
）
、
弁
吉
は
明
治
三
（
一
八
七
○
）
没
で
あ
る

事
か
ら
、
年
齢
的
に
考
え
る
と
無
理
が
あ
る
。
柴
田
徽
毒
病
院

に
は
明
治
一
九
年
に
は
、
入
院
・
外
来
併
せ
て
五
一
人
の
患
者

が
あ
っ
た
こ
と
が
統
計
表
に
記
録
さ
れ
て
い
ろ
（
旧
）
。
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文
献
・
史
料

１
．
ｓ
『
一
惠
訂
『
弓
言
弓
の
『
唄
弓
全
‐
屍
毘
）
・
二
言
窟
三
四
．

２
．
○
．
詞
ツ
ン
ベ
リ
ー
、
高
橋
文
訳
（
ご
宝
）
、
『
江
戸
参

府
随
行
記
』
東
洋
文
庫
謡
い
１
８
６
１
１
８
７
頁
．

（
平
凡
社
）
。

３
．
高
橋
文
、
四
二
唾
日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ

テ
ン
水
の
受
容
。
日
本
医
史
雑
誌
、
四
八
巻
、
四
号
、

５
７
５
頁
。

４
．
宗
田
一
、
ご
誤
恥
駆
梅
用
水
銀
剤
の
製
造
を
め
ぐ
る

認
識
と
展
開
、
実
学
史
研
究
Ⅱ
、
３
１
兇
頁
。

５
．
板
垣
英
治
、
巴
畠
当
ス
ロ
イ
ス
方
聚
」
と
ス
ロ
イ
ス

の
調
剤
処
菱
、
北
陸
医
史
、
三
四
、
旧
‐
溺
頁
。
亜
弓
．

シ
』
．
ス
ロ
イ
ス
方
聚
」
、
藤
本
純
吉
筆
記
、
明
治
五
年
、

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史
料
館
蔵
。

６
．
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
講
述
、
藤
本
純
吉
筆
記
『
ホ
ル
ト
ル
マ

ン
氏
方
集
』
明
治
八
年
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近

世
史
料
館
蔵
。

７
．
板
垣
英
治
、
四
三
胃
史
料
紹
介
、
「
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
氏

方
集
」
（
薬
剤
処
方
集
）
、
北
陸
医
史
、
三
九
、
旧
～
岨
頁
。

８
．
板
垣
英
治
、
四
三
旨
ス
ロ
イ
ス
薬
剤
学
に
記
載
さ

れ
た
生
物
由
来
の
有
効
成
分
、
北
陸
医
史
、
三
三
、

l9
●

l8
●

l7
●

16
●

l5
●

14
●

l3
●

l211109
●●●

俎
‐
岨
頁
。

８
と
同
じ

８
．
羽
頁

Ⅲ
と
同
じ

「
第
六
改
正
・
日
本
薬
局
方
」
、
第
七
版
、
（
南
江
堂
）
、

、
認
頁
（
ご
詔
）
。

「
改
正
日
本
薬
局
方
随
附
・
続
」
、
樫
村
、
伊
藤
編
輯
、

明
治
二
十
四
年
版
、
口
窒
こ
、
霊
ｏ
頁
。

宗
田
一
解
説
ご
雪
筥
升
求
丹
製
法
秘
決
」
、
山
陽
・

中
井
厚
澤
著
、
『
水
銀
系
薬
物
製
法
書
第
九
篇
、
江

戸
科
学
古
典
叢
書
』
妬
頁
（
恒
和
出
版
）
。

藤
本
純
吉
、
「
履
歴
書
」
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近

世
史
料
館
蔵
。

「
官
許
假
名
傍
訓
公
布
文
写
」
、
内
務
省
達
乙
第
妬

号
、
明
治
九
年
四
月
、
住
田
文
庫
。

「
石
川
県
医
学
沿
革
記
」
、
藤
本
純
吉
、
洲
頁
、
金
沢
市

立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史
料
館
蔵
。

「
明
治
廿
年
石
川
県
各
種
衛
生
一
覧
表
」
、
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

「
明
治
廿
一
年
石
川
県
衛
生
一
覧
表
」
、
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。
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22
●

21
●

20
●

「
明
治
二
二
年
、
現
行
衛
生
規
則
」
・
石
川
県
第
二
部
、

第
拾
九
項
、
検
徽
、
石
川
県
立
図
書
館
。

本
康
宏
史
、
「
か
ら
く
り
師
大
野
弁
吉
と
そ
の
時

代
、
技
術
文
化
と
地
域
社
会
」
岩
田
書
院
、
東
京
、

二
○
○
七
年
、
８
７
４
頁
。

躬
頁
。

「
石
川
県
衛
生
第
八
次
年
報
付
録
」
、
明
治
二
六
年
、
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